
 
 

 
 

 
 

 
 

   

《
ご
あ
い
さ
つ
》 

                          

 

◇
鳥
栖
市
議
会
・
三
月
定
例
会
報
告 

 

平
成
二
十
五
年
三
月
定
例
会
で
は
、

鳥
栖
市
一
般
会
計
補
正
予
算
・
第
六
号

お
よ
び
新
年
度
一
般
会
計
予
算
（
案
）

な
ど
、
一
部
を
除
き
、
原
案
ど
お
り
可

決
し
、
各
常
任
委
員
会
の
討
議
、
一
般

質
問
が
行
な
わ
れ
、
鳥
栖
市
議
会
委
員

会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
総

務
常
任
委
員
会
）
を
（
総
務
文
教
常
任

委
員
会
）
に
、
（
市
民
生
活
部
）
を
（ 

教
育
委
員
会
）
に
改
め
、 

（
文
教
厚
生

常
任
委
員
会
）
を
（
厚
生
常
任
委
員
会 

）
に
、
（
健
康
福
祉
部
）
を
（
市
民
福 

祉
部
）
に
改
め
、
ま
た
、
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
に
村
上
良
知
氏
（
鎗
田
町 

）
を
選
任
、
吉
原
大
輔
氏
（
元
町
）
を

教
育
委
員
に
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
、 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
）
協
定
交
渉
参
加
に
反
対
す
る
意
見

書
な
ど
三
件
を
可
決
、
自
校
方
式
に
よ

る
学
校
給
食
の
存
続
を
求
め
た
請
願
は

不
採
択
と
し
、
三
月
二
十
五
日
に
閉
会

し
ま
し
た
。
そ
の
中
の
主
な
も
の
を
報

告
し
ま
す
。 

 

《
平
成
二
十
四
年
度
補
正
予
算
》 

 

平
成
二
十
四
年
度
鳥
栖
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
六
号
）
の
総
額
は
、
歳

入
・
歳
出
と
も
そ
れ
ぞ
れ
三
億
四
千
二

百
二
十
三
万
二
千
円
で
年
度
予
算
の
総

額
は
、
二
百
三
十
六
億
一
千
四
百
七
十

四
万
九
千
円
と
な
り
、
対
前
年
度
同
期

伸
び
率
三
．
七
％
増
に
な
り
ま
し
た
。 

 

〈
主
な
歳
出
〉 

◎
総
務
課
／
鳥
栖
・
三
養
基
地
区
消
防

事
務
組
合
負
担
金
＝
四
百
八
十
二
万
八

千
円
、
◎
商
工
振
興
課
／
中
小
企
業
小

口
資
金
融
資
保
証
料
＝
六
百
六
十
九
万

七
千
円
、
○
建
設
課
／
既
設
公
営
住
宅

改
善
事
業
＝
一
億
一
千
九
百
五
十
万
円 

 

◎
農
林
課
／
県
営
水
利
使
節
整
備
事

業
負
担
金
＝
一
千
八
百
七
十
五
万
円 

◎
社
会
福
祉
課
／
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
繰
出
金
＝
四
千
万
円 

◎
教
育
委

員
会
・
総
務
課
／
中
学
校
防
災
シ
ャ
ッ

タ
ー
改
修
工
事
費
（
新
規
）
四
千
百
五

十
六
万
九
千
円 

 

《
平
成
二
十
五
年
度
当
初
予
算
》 

 

平
成
二
十
五
年
度
鳥
栖
市
一
般
会
計 

予
算
の
総
額
は
、
歳
入
・
歳
出
と
も
に

そ
れ
ぞ
れ
二
百
二
十
三
億
三
千
七
百
二

十
五
万
五
千
円
と
な
り
、
対
前
年
度
伸

び
率
一
．
三
％
増
に
な
り
ま
し
た
。 

〈
主
な
歳
入
〉 

◎
市 

税
＝
百
十
五
億
七
千
三
百
七
十 

 
 

 
 

万
一
千
円
。 

◎
地
方
交
付
税
＝
十
一
億
四
千
万
円
。 

◎
国
・
県
支
出
金
＝
四
十
五
億
六
千
八 

百
十
一
万
四
千
円
。 

◎
繰
入
金
＝
八
億
一
千
六
百
二
十
七
万 

 
 

 
 

 

三
千
円
。 

◎
市 

債
＝
十
五
億
八
千
八
百
八
十
万 

 

 
 

 
 

 

円
。 

〈
主
な
歳
出
〉 

◎
建
設
課
／
道
路
維
持
・
舗
装
費
＝
二

億
五
千
三
百
八
十
一
万
円
／
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
緊
急
助
成
事
業
＝
三
千
三
百
七

十
二
万
円 

◎
都
市
整
備
課
／
地
方
バ

ス
路
線
維
持
費
補
助
金
＝
四
千
四
百
四

十
五
万
六
千
円 

◎
教
育
委
員
会
・
総

務
課
／
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

＝
六
億
二
千
四
十
八
万
六
千
円 

◎
学

校
教
育
課
／
中
学
校
給
食
業
務
＝
八
千

二
百
九
万
一
千
円 

◎
生
涯
学
習
課
／

旭
小
学
校
な
か
よ
し
会
建
設
事
業
（
新

規
）
＝
二
千
九
百
四
十
万
円 

◎
文
化

芸
術
振
興
課
／
定
住
・
交
流
セ
ン
タ
ー

管
理
運
営
費
（
新
規
）
＝
五
千
六
百
九

十
六
万
五
千
円 

◎
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

／
ス
タ
ジ
ア
ム
改
修
事
業
（
新
規
）
＝

三
億
一
千
六
百
万
円 

◎
環
境
対
策
課

／
鳥
栖
・
三
養
基
西
部
環
境
施
設
組
合

負
担
金
＝
十
一
億
六
千
七
百
四
十
四
万

四
千
円 

◎
こ
ど
も
育
成
課
／
私
立
保

育
所
等
運
営
費
負
担
金
＝
十
億
三
千
五

十
五
万
三
千
円
／
児
童
手
当
＝
十
五
億

九
百
七
十
七
万
五
千
円 

◎
社
会
福
祉

課
／
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
＝
八
億

五
千
七
百
十
六
万
六
千
円 

（
以
上
） 

小石ひろかず 
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≪後援会通信≫  



《
小
石
ひ
ろ
か
ず
が
所
属
す
る 

 
 

 
 

 

総
務
常
任
委
員
会
》 

◎
平
成
二
十
五
年
度
当
初
予
算
の

総
務
費
＝
二
十
四
億
六
千
六
百
六

十
五
万
五
千
円
／
対
前
年
度
同
期

伸
び
率
＝
二
．
八
％
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

◎
総
務
課
／
鳥
栖
・
三
養
基
地
区

消
防
事
務
組
合
負
担
金
＝
六
億
九

百
二
十
一
万
七
千
円
、
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
等
購
入
費
＝
千
七
百
四

十
五
万
円
、
◎
情
報
管
理
課
／ 

情
報
シ
ス
テ
ム
管
理
運
営
業
務
等

委
託
料
＝
八
千
四
十
七
万
五
千
円

◎
契
約
管
財
課
／
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
借

上
料
（
新
規
）
＝
三
百
三
十
三
万

六
千
円
、
議
案
甲
第
二
号
「
鳥
栖

市
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

他
四
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。 

 

議
案
外
で
『
サ
ガ
ン
鳥
栖
練
習

環
境
整
備
に
関
す
る
進
捗
状
況
に

つ
い
て
』
報
告
。
◎
整
備
状
況
／

◇
測
量
設
計
監
理
業
務
、
◇
グ
ラ

ウ
ン
ド
整
備
工
事
、
◇
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
建
設
工
事
等
、
予
定
通
り
平

成
二
十
五
年
三
月
十
一
日
に
進
捗 

・
完
了
し
ま
し
た
。
◎
整
備
概
要

／
◇
整
備
場
所
／
鳥
栖
市
弥
生
が

丘
五
丁
目
＝
三
万
㎡
、
◇
土
地
所

有
者
／
鳥
栖
市
土
地
開
発
公
社
、

◇
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
／
軽
量
鉄
骨
造

二
階
建
、
建
築
面
積
・
約
六
四
二

㎡
、
延
床
面
積
・
約
九
〇
二
㎡
、

◇
グ
ラ
ウ
ン
ド
／
天
然
芝
グ
ラ
ウ

ン
ド
二
面
化
、
駐
車
場
等 

〔
小
石
ひ
ろ
か
ず
・
一
般
質
問
〕 

◎
不
登
校
児
童
の
問
題
に 

 
 

 
 

 
 

つ
い
て
！ 

【
質
問
要
旨
】 

不
登
校
の
理
由
と
し
て
「
心
因

性
」
「
怠
情
・
非
行
」
に
大
き
く 

分
か
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
本

市
の
小
中
学
生
の
不
登
校
の
原
因

は
、
全
体
の
３
分
の
２
以
上
が
「 

心
因
性
」
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
「
心
因
性
」
と
は
主
に
ど 

の
よ
う
な
状
況
判
断
を
言
う
の
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
不
登
校
児
童

で
「
全
く
登
校
で
き
な
い
」
「
時 

々
登
校
で
き
る
」
児
童
に
対
し
、

そ
の
家
庭
保
護
者
と
学
校
・
教
育

委
員
会
は
、
ど
の
よ
う
な
連
携
対

応
を
な
さ
れ
て
い
る
の
か
、
お
伺

い
し
ま
す
。 

【
答
弁
要
旨
】 

 
 

 
 

 

不
登
校
の
理
由
と
し
て
、
小
学

校
は
心
因
性
が
七
名
、
怠
情
・
非

行
が
二
名
、
中
学
校
は
心
因
性
が 

三
十
三
名
、
怠
情
・
非
行
が
十
名

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
不
登
校
の

状
況
と
し
て
、
小
学
校
は
全
く
登

校
で
き
な
い
児
童
が
五
名
、
登
校

時
は
主
に
教
室
へ
入
室
す
る
児
童

が
四
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
中

学
校
は
全
く
登
校
で
き
な
い
生
徒

が
十
五
名
、
登
校
時
は
主
に
別
室

へ
入
室
す
る
生
徒
が
二
十
二
名
、

登
校
時
は
主
に
教
室
へ
入
室
す
る

生
徒
が
五
名
、
登
校
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
生
徒
が
一
名
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
心
因
性
の
原
因
と
し

て
、
い
や
が
ら
せ
を
す
る
児
童
生

徒
の
存
在
や
教
師
と
の
人
間
関
係

な
ど
学
校
生
活
上
の
影
響
、
登
校

の
意
志
は
あ
る
が
身
体
の
不
調
を

訴
え
登
校
で
き
な
い
、
漠
然
と
し

た
不
安
を
訴
え
登
校
し
な
い
な
ど

不
安
を
中
心
と
し
た
情
緒
的
な
混

乱
に
大
別
で
き
ま
す
。
近
年
、
複

合
型
の
割
合
が
伸
び
て
い
ま
す
。

不
登
校
の
児
童
生
徒
に
関
し
ま
し

て
は
、
主
と
し
て
、
学
校
の
担
任

や
養
護
教
諭
、
教
育
相
談
担
当
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
が

対
応
に
当
た
っ
て
お
り
ま
す
。 

適
応
指
導
教
室
「
み
ら
い
」
へ
の

入
級
を
勧
め
た
り
、
久
留
米
大
学

病
院
や
聖
マ
リ
ア
病
院
、
肥
前
精

神
医
療
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
専
門
機

関
へ
の
受
診
を
勧
め
た
り
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
家
庭
と
の
連
携
を

進
め
る
た
め
に
、
民
生
児
童
委
員

に
家
庭
を
訪
問
し
て
も
ら
っ
た
り

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

に
児
童
生
徒
や
保
護
者
の
相
談
に

の
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
中
学
生
に
な
る

と
不
登
校
生
徒
が
急
増
す
る
中
一

プ
ロ
ブ
レ
ム
と
い
う
問
題
が
本
市

に
も
あ
り
ま
す
。
小
中
一
貫
教
育

の
観
点
か
ら
、
各
小
中
学
校
区
に

お
い
て
小
中
連
絡
会
を
開
き
、
不

登
校
児
童
や
気
に
な
る
児
童
に
関

す
る
情
報
の
引
継
ぎ
を
確
実
に
行

う
よ
う
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。
ご
答
弁
と
い
た
し

ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〔
以
上
〕 

◎
そ
の
他
「
い
じ
め
に
つ
い
て
」

「
体
罰
の
問
題
に
つ
い
て
」「
教
育

環
境
等
の
整
備
に
つ
い
て
」
な
ど

を
質
問
し
ま
し
た
。 

 

小
石
ひ
ろ
か
ず
が
長
年
に
わ
た

り
質
問
を
続
け
て
き
た
「
勝
尾
城

筑
紫
氏
遺
跡
」
の
「
整
備
基
本
計

画
」
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
市
民

の
財
産
で
あ
る
文
化
遺
産
の
積
極

的
な
活
用
を
期
待
し
ま
す
。 

≪後援会通信≫  
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